
配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

建築物の形態、意匠は周辺からの歴史資源
の見え方に配慮し、単調な壁面を避けるな
どの工夫をする。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・敷地内に歴史資源がある場合は、その他の
建築物の建築等にあたっては歴史資源に配
慮し、配置の工夫をする。

・歴史資源に対する視線を遮らないように配
慮したり、壁のように長い形状の建物を避
ける等工夫する。

歴史資源と隣接する建築物等の外壁等は、
原色や反射する素材を避けることなどによ
り歴史資源と調和した街並み景観の形成を
図る。

・歴史資源に隣接する建築物等の外壁等は、
原色や金属パネルなど反射する素材を避け
るなど歴史資源の景観と調和を図る。

歴史資源に直接接する空地や外構は、積極
的に植栽するなど、歴史資源の見え方や一
体性に配慮する。

・敷地内に歴史資源がある場合は、その他の
建築物の建築等にあたっては歴史資源の景
観を損ねず、向上するように、外構の工夫
をする。

・敷地内に歴史資源がある場合で、歴史性の
ある意匠の塀、垣、柵の改築や、連なる部
分を新たに築造する場合は、歴史資源の意
匠の継承を図るなどの工夫をする。

・みどりと一体となった歴史資源に隣接する
敷地は、みどりの広がりを生み出す工夫を
する。

・歴史資源に隣接した建築物は、歴史資源に
配慮し、植栽を設けるなどの工夫をする。

■表Ⅳ-16　景観形成基準
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歴史資源（立地基準1）

凡例

■図Ⅳ-��　歴史資源位置図

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

3. 区全域における景観形成基準と届出対象
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歴史資源の見え方に配慮
（壁面の引き、視線の誘導）

歴史資源と調和した街並みづくり
（和風の塀の意匠、格子などのデザイン）

緑化による一体化
（関連づけた緑化）



配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

建築物の形態、意匠は周辺からの歴史資源
の見え方に配慮し、単調な壁面を避けるな
どの工夫をする。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・敷地内に歴史資源がある場合は、その他の
建築物の建築等にあたっては歴史資源に配
慮し、配置の工夫をする。

・歴史資源に対する視線を遮らないように配
慮したり、壁のように長い形状の建物を避
ける等工夫する。

歴史資源と隣接する建築物等の外壁等は、
原色や反射する素材を避けることなどによ
り歴史資源と調和した街並み景観の形成を
図る。

・歴史資源に隣接する建築物等の外壁等は、
原色や金属パネルなど反射する素材を避け
るなど歴史資源の景観と調和を図る。

歴史資源に直接接する空地や外構は、積極
的に植栽するなど、歴史資源の見え方や一
体性に配慮する。

・敷地内に歴史資源がある場合は、その他の
建築物の建築等にあたっては歴史資源の景
観を損ねず、向上するように、外構の工夫
をする。

・敷地内に歴史資源がある場合で、歴史性の
ある意匠の塀、垣、柵の改築や、連なる部
分を新たに築造する場合は、歴史資源の意
匠の継承を図るなどの工夫をする。

・みどりと一体となった歴史資源に隣接する
敷地は、みどりの広がりを生み出す工夫を
する。

・歴史資源に隣接した建築物は、歴史資源に
配慮し、植栽を設けるなどの工夫をする。

■表Ⅳ-16　景観形成基準
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日本民藝館

旧前田侯爵邸洋館・和館
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蟠竜寺

五百羅漢寺
海福寺

大円寺

目黒不動

円融寺

碑文谷八幡宮八雲氷川神社

立源寺

熊野神社

常圓寺東光寺

サレジオ教会

歴史資源（立地基準1）

凡例

■図Ⅳ-��　歴史資源位置図

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

3. 区全域における景観形成基準と届出対象
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歴史資源の見え方に配慮
（壁面の引き、視線の誘導）

歴史資源と調和した街並みづくり
（和風の塀の意匠、格子などのデザイン）

緑化による一体化
（関連づけた緑化）



届出対象行為 規模

建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更（ただし
一戸建住宅を除く）

基準が適用される対象 ・「目黒の森」を構成している公園に面する敷地又はその公園の外周道路に面する敷地
の建築物

建築行為が行われる敷地に適用される基本基準の届出
対象規模に準ずる（P.64～72）

■表Ⅳ-��　届出対象行為と届出規模

■表Ⅳ-��　基準の目指すもの・適用対象

公園と周辺の市街地が一体となった景観をつくる

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

公園に面して単調な壁面を避けるなど公園
からの見え方に配慮する。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・公園に面した道路側にみどりが確保される
よう工夫する。

建築物等の外壁等は、公園のみどりを意識
した色調や素材の使用など、公園との調和
を図る。

・建築物等の外壁の色調や素材は、原色や反
射する素材を避ける。

・外壁にみどりと調和する色調や素材を使用
する。

公園と隣接する建築物等の外壁等は、原色
や反射する素材を避けるなど公園と調和し
た街並み景観の形成を図る。

・公園に隣接する建築物等の外壁等は、原色
や金属パネルなど反射する素材を避けるな
ど公園のみどりや景観と調和を図る。

公園に隣接する敷地はみどりの確保に努め、
みどりの広がりに配慮する。

・公園に隣接する敷地は、低木や中高木を適
宜配置し、公園のみどりと連続するよう工
夫する。

■表Ⅳ-��　景観形成基準

木陰のある公園（菅刈公園） 区内の唯一の水田（駒場野公園）

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

  イ．立地基準2［公園周辺］

　景観形成のために望まれる配慮は画一的なものではなく、地域の特性や建築物の用途等によっ

ても異なります。そのため、景観形成基準は、事業者に対象地域における配慮すべき基本的な事

項を示し、良好な景観形成に向けて柔軟な創意工夫を求めるためのものとします。

　立地基準２は、主に方針１の「豊かな自然環境や歴史とふれあえる街づくり」の「区を特徴づ

けるまとまったみどりの保全・創出」などが目指している公園と周辺の市街地が一体となった景

観をつくることを目的としています。

　目黒区は、住宅地のなかに大小様々な規模の特徴的な公園があり、多くの人が訪れる公園は、

貴重な景観資源となっています。目黒区の良好な景観を形成するために、公園そのものの景観整

備だけでなく、公園とその周辺が一体となった景観を整備することが重要となります。そこで、

比較的大規模な公園で、「目黒区みどりの基本計画」に掲載されている「目黒の森」を構成して

いる公園周辺の建築物を対象に、公園のみどりと一体となった景観を生み出す基準とします。

　なお、景観形成基準は法第８条第２項第３号の良好な景観の形成のための行為の制限に関する

事項のうち、法第８条第３項第２号の規制又は措置の基準とします。

3. 区全域における景観形成基準と届出対象
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（色彩、素材の調和）

公園の緑を意識した緑化



届出対象行為 規模

建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更（ただし
一戸建住宅を除く）

基準が適用される対象 ・「目黒の森」を構成している公園に面する敷地又はその公園の外周道路に面する敷地
の建築物

建築行為が行われる敷地に適用される基本基準の届出
対象規模に準ずる（P.64～72）

■表Ⅳ-��　届出対象行為と届出規模

■表Ⅳ-��　基準の目指すもの・適用対象

公園と周辺の市街地が一体となった景観をつくる

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

公園に面して単調な壁面を避けるなど公園
からの見え方に配慮する。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・公園に面した道路側にみどりが確保される
よう工夫する。

建築物等の外壁等は、公園のみどりを意識
した色調や素材の使用など、公園との調和
を図る。

・建築物等の外壁の色調や素材は、原色や反
射する素材を避ける。

・外壁にみどりと調和する色調や素材を使用
する。

公園と隣接する建築物等の外壁等は、原色
や反射する素材を避けるなど公園と調和し
た街並み景観の形成を図る。

・公園に隣接する建築物等の外壁等は、原色
や金属パネルなど反射する素材を避けるな
ど公園のみどりや景観と調和を図る。

公園に隣接する敷地はみどりの確保に努め、
みどりの広がりに配慮する。

・公園に隣接する敷地は、低木や中高木を適
宜配置し、公園のみどりと連続するよう工
夫する。

■表Ⅳ-��　景観形成基準

木陰のある公園（菅刈公園） 区内の唯一の水田（駒場野公園）

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

  イ．立地基準2［公園周辺］

　景観形成のために望まれる配慮は画一的なものではなく、地域の特性や建築物の用途等によっ

ても異なります。そのため、景観形成基準は、事業者に対象地域における配慮すべき基本的な事

項を示し、良好な景観形成に向けて柔軟な創意工夫を求めるためのものとします。

　立地基準２は、主に方針１の「豊かな自然環境や歴史とふれあえる街づくり」の「区を特徴づ

けるまとまったみどりの保全・創出」などが目指している公園と周辺の市街地が一体となった景

観をつくることを目的としています。

　目黒区は、住宅地のなかに大小様々な規模の特徴的な公園があり、多くの人が訪れる公園は、

貴重な景観資源となっています。目黒区の良好な景観を形成するために、公園そのものの景観整

備だけでなく、公園とその周辺が一体となった景観を整備することが重要となります。そこで、

比較的大規模な公園で、「目黒区みどりの基本計画」に掲載されている「目黒の森」を構成して

いる公園周辺の建築物を対象に、公園のみどりと一体となった景観を生み出す基準とします。

　なお、景観形成基準は法第８条第２項第３号の良好な景観の形成のための行為の制限に関する

事項のうち、法第８条第３項第２号の規制又は措置の基準とします。

3. 区全域における景観形成基準と届出対象
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届出対象行為 規模

建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更（ただし
一戸建住宅を除く）

基準が適用される対象 ・緑道又は緑道に沿った道路に面する敷地の建築物

建築行為が行われる敷地に適用される基本基準の届出
対象規模に準ずる（P.64～72）

■表Ⅳ-��　届出対象行為と届出規模

■表Ⅳ-��　基準の目指すもの・適用対象

緑道と一体となった景観をつくる

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

緑道と調和した街並み景観を形成するため、
緑道に面して単調な壁面を避けるなどの工
夫をする。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・店舗等を設置する場合は、店先を緑道に向
けるようにするなど、緑道と一体感のある
しつらえとする。

・緑道に面する側に配置する駐車場や設備機
器は、配置や植栽などの工夫により直接目
立たないような工夫をする。

・緑道に面し、開口部の少ない単調な壁面が
連続しないようにする。

緑道と隣接する建築物等の外壁等は、原色
や反射する素材を避けるなど緑道と調和し
た街並み景観の形成を図る。

・緑道に隣接する建築物等の外壁等は、原色
や金属パネルなど反射する素材を避けるな
ど緑道のみどりとの調和を図る。

緑道に面する外構部は、生垣とするなど、
みどり豊かな街並み景観の形成を図る。

・緑道に面する位置には、ブロック塀やコン
クリート塀の設置を避け、生け垣やフェン
スとするなどの工夫をする。

■表Ⅳ-��　景観形成基準

住宅地内の緑道（蛇崩川緑道） 参道と連続した緑道（立会川緑道）

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

  ウ．立地基準3［緑道沿道］

　景観形成のために望まれる配慮は画一的なものではなく、地域の特性や建築物の用途等によっ

ても異なります。そのため、景観形成基準は、事業者に対象地域における配慮すべき基本的な事

項を示し、良好な景観形成に向けて柔軟な創意工夫を求めるためのものとします。

　立地基準３は、主に方針４の「楽しく歩ける道づくり」の「周辺の資源を取り込んだ歩行者空

間づくり」と「身近な施設を結ぶ快適な道のネットワーク化」などが目指している緑道沿道の景

観形成を目的としています。

　目黒区には緑道が多く分布し、緑道沿道と一体となった街並みは、区を特徴づける景観要素の

一つとなっています。また、通行するのみならず散歩や憩いの場として身近に自然を感じられる

貴重な空間でもあります。

　緑道に面した敷地の建築物について、みどりと調和したデザインへの誘導や、緑道からの見え

方に配慮した設備のしつらえ、建築物の配置などを誘導し、快適な道づくりを進めるための基準

とします。

　なお、景観形成基準は法第８条第２項第３号の良好な景観の形成のための行為の制限に関する

事項のうち、法第８条第３項第２号の規制又は措置の基準とします。

3. 区全域における景観形成基準と届出対象
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届出対象行為 規模

建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更（ただし
一戸建住宅を除く）

基準が適用される対象 ・緑道又は緑道に沿った道路に面する敷地の建築物

建築行為が行われる敷地に適用される基本基準の届出
対象規模に準ずる（P.64～72）

■表Ⅳ-��　届出対象行為と届出規模

■表Ⅳ-��　基準の目指すもの・適用対象

緑道と一体となった景観をつくる

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

緑道と調和した街並み景観を形成するため、
緑道に面して単調な壁面を避けるなどの工
夫をする。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

建築物の
周囲の空
地・外構

・店舗等を設置する場合は、店先を緑道に向
けるようにするなど、緑道と一体感のある
しつらえとする。

・緑道に面する側に配置する駐車場や設備機
器は、配置や植栽などの工夫により直接目
立たないような工夫をする。

・緑道に面し、開口部の少ない単調な壁面が
連続しないようにする。

緑道と隣接する建築物等の外壁等は、原色
や反射する素材を避けるなど緑道と調和し
た街並み景観の形成を図る。

・緑道に隣接する建築物等の外壁等は、原色
や金属パネルなど反射する素材を避けるな
ど緑道のみどりとの調和を図る。

緑道に面する外構部は、生垣とするなど、
みどり豊かな街並み景観の形成を図る。

・緑道に面する位置には、ブロック塀やコン
クリート塀の設置を避け、生け垣やフェン
スとするなどの工夫をする。

■表Ⅳ-��　景観形成基準

住宅地内の緑道（蛇崩川緑道） 参道と連続した緑道（立会川緑道）

■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ

  ウ．立地基準3［緑道沿道］

　景観形成のために望まれる配慮は画一的なものではなく、地域の特性や建築物の用途等によっ

ても異なります。そのため、景観形成基準は、事業者に対象地域における配慮すべき基本的な事

項を示し、良好な景観形成に向けて柔軟な創意工夫を求めるためのものとします。

　立地基準３は、主に方針４の「楽しく歩ける道づくり」の「周辺の資源を取り込んだ歩行者空

間づくり」と「身近な施設を結ぶ快適な道のネットワーク化」などが目指している緑道沿道の景

観形成を目的としています。

　目黒区には緑道が多く分布し、緑道沿道と一体となった街並みは、区を特徴づける景観要素の

一つとなっています。また、通行するのみならず散歩や憩いの場として身近に自然を感じられる

貴重な空間でもあります。

　緑道に面した敷地の建築物について、みどりと調和したデザインへの誘導や、緑道からの見え

方に配慮した設備のしつらえ、建築物の配置などを誘導し、快適な道づくりを進めるための基準

とします。

　なお、景観形成基準は法第８条第２項第３号の良好な景観の形成のための行為の制限に関する

事項のうち、法第８条第３項第２号の規制又は措置の基準とします。

3. 区全域における景観形成基準と届出対象

�� ��
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景
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し
た
景
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導

単調でない壁面、緑道と調和した壁面

生け垣、開放感のある緑化




